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第 2 章: 「土地をめぐる軋轢と土地保有の図式—―現代ソロモン諸島マライタ島南部アレア
レにおける土地をめぐる表象」『日本オセアニア学会 NEWSLETTER』104: 1-11、
2012 年。（大幅に加筆修正） 
第 3 章: 一部に、大幅に加筆修正した Unstable Pitch in the Rainforest and the Mimesis of Music: 
The Articulation of Audio Technology and Musical Techniques in the Bamboo Panpipes 
of ’Are’are, Solomon Islands. Shima: the International Journal of Research into Island 
Cultures 11(2): 151-167, 2017. の内容を含む。 
第 4 章: 「竹製パンパイプと強運—―ソロモン諸島マライタ島南部アレアレにおける富と開




























調査のため約 3 カ月間にわたって西アレアレ沿岸アレアレ・ラグーン（’Are’are lagoon）南







































るフィールドワークをおこなうことになった（１）。筆者は、2010 年から 2011 年にかけてコ

































































ソロモン諸島国は、1893 年にイギリス領となり 1978 年に独立した南太平洋の島嶼国で
ある。人口約 51 万 5,800 人（2009 年現在）を擁するソロモン諸島国の国土は、パプア・ニ















も多くの人口約 13 万 7,600 人（2009 年現在）が暮らす、面積約 4,300km2、全長 150 km 超







行政上は小マライタ地区（Small Malaita District）に含まれる。2009 年の時点で、アレアレ
の人口は約 15,700 人である（３）。 
歴史的には、アレアレは、第二次世界大戦後に組織された反植民地主義運動であるマア
シナ・ルール（Maasina Rule）運動の中心地のひとつとして知られている［de Coppet 1985: 





グーン沿岸のやや内陸に営まれる人口約 100 人のコムニマカエ村も、そうした集落の 1 つ
である。 
コムニマカエ村は、アレアレの西部、アレアレ・ラグーン沿岸のやや内陸に位置する世















































参加や CD のリリースなどの活動をおこなうようになっている。 
そうしたアレアレの竹製パンパイプ演奏集団は、基本的に同一の村かその近隣に居住す






























筆者は 2009 年 7 月から同年 10 月までの約 3 ヵ月間、ソロモン諸島マライタ島南部アレ
アレのハウ村に滞在して予備調査をおこなった。その後、2010 年 8 月から 2011 年 3 月ま
での約 6 ヵ月間、および 2012 年 7 月から 2014 年 2 月までの間、アレアレのコムニマカエ
村に滞在しフィールドワークをおこなった。その後の短期滞在をふくめ、筆者は 2009 年か





























図 1 ソロモン諸島とアレアレ地域の位置（筆者作成） 
 
 






レの現況に関して民族誌的に概観する第 2 章、竹製パンパイプに関する 3 つの個別的民族


































































































社会文化的差異について論じる K・A・ゴーレイ（K. A. Gourlay）の著作がある［Gourlay 
1975］。また、ゴーレイの研究を受けてテレンス・E・ヘイズ（Terence E. Hays）は、呪物
としての竹笛が男性秘密結社のイニシーション儀礼において果たす象徴的役割を「聖なる





































































































































を意図しているという［Pratt 1992: 4-7; 田中 2011: 3-4］。ジェイムズ・クリフォード（James 
Clifford）は、プラットのコンタクト・ゾーン概念を受け、植民地・ポスト植民地状況にお 
ける文化的アイデンティティが創出される場として、コンタクト・ゾーンをとらえる 
（Clifford 1997: 7）。こうした観点は、今日のオセアニアにおける音楽芸能のあり方の変化 
と捉える上でも有効であろう。例えば、オセアニア島嶼の様々な地域の音楽芸能が集う芸 











































































出のフェルドが 1990 年代以降に展開してきた議論が示唆的である。フェルドは、1980 年 
代から 1990 年代にかけての自身の研究課題の変遷について次のように述べる［フェルド 
2000: 38-40］： 
 


























































































































































































































おいて今日の生活が、「混淆した生活（mauriha e paitora no’o）」として概念化されることは、
事物を「混ざった」状態としてとらえるアレアレ的な認識の枠組みによる、「地域的近代」






















て団結し、「カストム」に基づく生活を守るための行動だったとされる［Keesing 1982: 234; 










ニマカエ村の周辺には、人口 100 人程度でコムニマカエ村と同程度の規模の集落である S
村、人口 20 人程度の比較的小規模な集落である T 村と K 村、人口 500 人程度で周辺では
最も規模が大きい N 村がある。 
コムニマカエ村を含むこれらの集落が形成された経緯は、現地の人びとの語りを総合す
ると、次のようなものであったと考えられる。1940 年代中頃、それまで 10～20 人程度の
集団ごとに内陸の山間部で生活していた人びとは、マアシナ・ルール運動に呼応して、ア
レアレ・ラグーンの外周を構成する島の一つである U 島の内海側の沿岸に移住し、数百人
が共同で生活する集落を形成して K 村と呼んだ。その後、1960～70 年頃になると、人びと
は、海岸線の後退や生活用水の便の悪さ、山間部での農作業の不便さなどの理由から、本
島のやや内陸の河川沿いに新たな集落を作って移住した。そうして形成されたのが N 村で
ある。その際、一部の人びとは、N 村に移住せず K 村に残り、今日に至っている。また、
















































されている。ロアとよばれる氏族（以下、R 氏族）の成員は、約 30 人がコムニマカエ村に




コムニマカエ村に居住する R 氏族の人びとは、M 氏族の「女の血」でもある。先述した、
ガダルカナル島南部からマニと呼ばれる土地に戻ってきたとされる M 氏族の女性マエリ
リは、その後、R 氏族の男性と結婚し、今日コムニマカエ村に居住する R 氏族の成員はそ
の子孫だという。そのため、R氏族の人びとは、M氏族の「大きな女の血（huta ni keni paina）」
であるとされ、「男の血」であるウルヒと呼ばれる氏族が居住する N 村ではなく、「女の血」
である M 氏族が居住するコムニマカエ村で生活し、M 氏族の成員として振る舞うことが
多い。パラと呼ばれる氏族（以下、P 氏族）の成員は、約 15 人がコムニマカエ村に居住し

























11 棟、男性小屋が 5 棟である。人びとが寝泊まりする母屋と男性小屋に対して、炊事小屋
の数が少ないのは、母屋に炉が設けられている場合があることに加えて、複数の母屋を利






















められる土地と人びとの関係は、1 つの土地と 1 つの氏族という排他的な関係ではない。











































る。M 氏族の人びとは、A 氏族が M 氏族から分岐した集団であったとしてコムニマカエ
村に居住することを正当化し、M 氏族の「女の血」である R 氏族も、それにならっている。


























































り、さらに彼ら R 氏族が M 氏族の「女の血」であるためである。また、R 氏族の人びと
が、コムニマカエ村に居住し、集落の周辺でココヤシやビンロウジュの栽培をおこなって
いるのも、彼らが M 氏族の「女の血」だからである。なお、U 氏族の人びとは、彼らの始
祖が居住していたとされるウルハと呼ばれる土地を利用せず、コムニマカエ村と同じ一帯
であるアプと呼ばれる土地の一部を利用して焼畑耕作をおこなっているが、それは彼らが


































的な土地所有制度に接近する動向に拍車がかかっているのである［関根 1999, 2001］。 
コムニマカエ村には、集落を東西に隔てるようにして流れる小川を挟んで、西側に M 氏
族、R 氏族、U 氏族に帰属する人びとが居住し、東側に P 氏族に帰属する人びとが居住し







であると考えられていた。また、M 氏族の人びとは A 氏族の始祖が分岐した元の氏族であ
ると考えられていた。つまり、コムニマカエ村に居住する氏族のうち 2 つの氏族が、A 氏
族と何らかの系譜的なつながりを持っており、アプと呼ばれる一帯の土地を利用する権利
を有していると考えられていた。 





60 歳代前半の男性ハウによれば、かつてアプと呼ばれる土地に居住していた A 氏族の人
びとは、他の氏族との戦争によって殺されるか、マライタ島の隣島であるガダルカナル島
南部などに逃れ、今日に至るまで戻ってきていないのだという。ハウは、次のように説明
した。戦争で大勢の人が死に、大勢の人が逃げた時、A 氏族の男性と結婚していた 1 人の
女性とその男児が、アレアレ・ラグーンを南下して、他の氏族にかくまわれた。そこで女
性はふたたび結婚し、連れてきた男児は、その氏族に養取された。その男児は、母親が再











アプに居住していた A 氏族の人びとが、M 氏族と呼ばれる土地に居住していた M 氏族か
ら派生し、アプに移住した人びとだと主張していた。プアは次のように説明した。A 氏族
の人びとは、他の氏族と戦争の際にアプを離れてガダルカナル島南部などに移住してしま
った。M 氏族は彼らの源流であり、もともと M 氏族と A 氏族は連帯していた。系譜上も
互いに「男の血」である。したがって、M 氏族の人びとは A 氏族の「男の血」であり、A
氏族がアプに居住していない今、アプを利用する権利と土地を見守る責任を負っているの





















2010 年 10 月 6 日に筆者は、M 氏族と R 氏族の成員とされる数人の男たちが集まり、M
氏族と U 氏族の間の土地をめぐる軋轢に関して話し合っているところに居合わせた。2010
年 11 月 16 日にその軋轢についての話し合いの場が設けられることになっており、それは
そのための事前の打ち合わせであった。その時、打ち合わせのおこなわれたアリの母屋に
は、M 氏族のプアとその息子で 30 歳代半ばのアリ、R 氏族のマネとその息子のハウとい
 35 
 




















4 冊のノートのうち 3 冊には、1947 年、1956 年、1979 年の日付があった。もう 1 冊は、
現在、プアが、他の古いノートの内容を書き写しているものだという（写真２）。1947 年

















写真 1 地図に書き込みをするコムニマカエ村の人びと（左） 







ハウが筆者に見せてくれた B5 サイズの薄いノートには、M 氏族の系譜と R 氏族の系譜
が断片的に書き込まれていた。また、そこには、土地をめぐる軋轢の焦点となっているア
プとその周辺の土地の地図が描かれていた。土地をめぐる軋轢と関連付けて語られるのは、
系譜の記録だけではない。2010 年 11 月 6 日、10 日後におこなわれる土地をめぐる軋轢に




























写真 3 カヌーの形状を模した土地保有の図式（左） 
写真 4 カヌーの形状を模した土地保有の図式（右） 
 
2010 年 11 月 16 日、コムニマカエ村で、M 氏族と U 氏族の間の土地をめぐる軋轢につ
いて、話し合いがおこなわれた。話し合いでは、コムニマカエ村の近隣の集落から集まっ
た人びとが、M 氏族と U 氏族双方の側の言い分を聞いた。正午過ぎ、話し合いの会場の小
屋に、50 人ほどの男女が集まり、各々が、長方形の小屋の各辺に沿うようにして腰を下ろ

























「プアは、M 氏族が M 氏族の土地とアプの両方の「男の血」だと言っている。M










































































前節で見たように、M 氏族の側の主張では、アプの「男の血」である A 氏族は、M 氏族
から分岐して移住した人びとであるとされていた。そして、アプの「男の血」の系譜の源





























































































Coppet 1981, 1995, 2008］。ドゥ・コッペは、アレアレにおける土地保有のあり方について
も、「権利を持つ主体としての個人が対象物としての土地を所有する」といった観念を前提
とせず、アレアレにおける人格と事物の存在に関する諸観念に着目し、土地と人、祖先の















































































































2010 年 11 月、筆者は、コムニマカエ村の男性小屋で同居していた 20 歳代前半の若者ロホ
に誘われて、彼の父の墓の手入れに出かけた。4 年前に亡くなったという彼の父の墓は、
アレアレ・ラグーンの外周を構成する島の 1 つである U 島の北端近くの林の中にある。そ
こは、1940 年代半ばごろに K 村が形成されて以来、今日では主にコムニマカエ村、N 村、
S 村などに居住する人びとの多くが死後葬られてきた共同墓地の一角である。ロホと筆者
は、コムニマカエ村の他の若者と 4 人でカヌーに乗って U 島に向かった。U 島に上陸し、
墓地へと向かう林の中の道を歩いている時、ロホが「もうすぐ着くぞ」と言うと、少し先
を歩いていたロウが、「俺たちの男が来た（mane ieru ka mai）、俺たちの男が来た（mane ieru 







































1999 年の統計資料によれば、今日ではソロモン諸島国民の 96 パーセントがキリスト教徒
である（１１）。キリスト教徒の主な宗派ごとの内訳は、アングリカン系メラネシア教会が 33.6
パーセント、ローマ・カトリック教会が 19.4 パーセント、南洋福音派教会（SSEC）が 18.1
パーセント、メソジスト系ユナイテッド教会が 10.8 パーセント、安息日再臨派教会（SDA）




















































































































   
写真 6 丸太を刳り抜いて製作されたポイアラトのドラム（左） 
写真 7  「ベース」と呼ばれる低音の竹製楽器（右） 
  
  
写真 8 打奏竹製パンパイプ（左） 



























る。2010 年 10 月 28 日にコムニマカエ村でおこなわれた祭礼は、その顕著な例である。 
 
事例２－１ 聖母マリア像の訪れと竹製パンパイプによる出迎え 


































































写真 10 コムニマカエ村の手前に到着した聖母マリア像とその一行（上） 













































 翌日、イギリス人音楽プロデューサーたちも、別のボートで T 教区教会を訪れ、祭礼と
ポイアラトの演奏を見物したあと、再びコムニマカエ村へと引き上げていった。祭礼が終
わりコムニマカエ村に戻ったポイアラトのメンバーは、一行に「土地の竹製パンパイプ」

























































［Zemp 1978: 38］。 
  
 






























































ソロモン諸島における月毎の降雨量は 200 ミリから 350 ミリ前後を推移し、年間降雨量


















 写真 13 森に囲まれたコムニマカエ村 



























ど――を担ぎ上げて再び 30 分から 1 時間ほどをかけてもと来た道を村へと戻る。ヤムイ
















の一画が、「祖父のココヤシ（niu ni wauaku）」や「祖母の畑（ano ni papaku）」、「祖先の家






近接する 5 か所ほどの畑地で転作され、初年はヤムイモとタロイモ、2 年目はサツマイモ、



























































































ロホにたずねた。ロホの答えは、「知らない（no mai raia）。自ら生えた（e pito marana）の
かもしれない、だれかが植えた（te inoni haihaia, moa）のかもしれない、祖先が植えた
（marahuna e hasihasia）のかもしれない。ただ、以前からここに竹が生えていることは知
っている」というものだった。また、その竹が群生する場所は、ロホがその一員として生
活している R 氏族の人びとが畑や植栽のために普段利用している一帯にではなく、U 氏族
の人びとのものとされている土地の中に位置していた。あえて筆者がロホに、U 氏族の土
地にある竹を R 氏族のロホが伐採してもかまわないのかとたずねると、ロホは「かまわな

























① 竹の採集：竹を切る、竹を刈る（tohu au, topi au） 
2013 年 1 月 18 日、ロホが竹製パンパイプを新たに作るために、森に竹を刈り取りに出
かけるというので筆者も同行した。筆者たち 2 人の他、隣家の 10 歳ほどの少年と、マヌの
10 歳ほどになる息子とが刈り取りと運搬のために同行した。コムニマカエ村から 30 分ほ
ど山間を川の上流に向けて登り、いくつかの畑を横切っていった先に、竹の群生する場所
があり、一行は山刀で足元から竹を刈り取っていった。この際、枯れて褐色になって「死






写真 15 森で竹を刈る （左）  
写真 16 竹を村まで運ぶ （右） 
 
  
写真 17 屋根の上で天日干しにする （左） 


















作に取り掛かったのは、さらにその約 3 ヶ月後であった。 
 
③ 加工：竹を切り出す、竹を縛る（husi au, taki au） 
ロホが節ごとに切断し乾燥させた竹筒を用いて竹製パンパイプを製作したのは 2013 年





















写真 19 棒を差し入れて竹筒の長さを測る（左） 
写真 20 竹筒の口で手折った棒に合わせて竹筒の長さを決める（右） 
 
  
写真 21 吹き口を削る（左） 




























































































































































という表現の他、「胸が空っぽである／悲しい（raena e uru）」や「胸が悪い／怒る（raena 





























吹奏合奏用の竹製パンパイプは 4 種類ある。それらは、均等 7 度（equiheptaphoic）と長












える（e noro o’oana）」や「まっすぐに聞こえる（e noro toto）」などと表現され、音が合致






















































































される。コムニマカエ村の隣村である N 村にも、M 氏族と同様に竹製パンパイプの演奏を
おこなう氏族がひとつあり、N 村で竹製パンパイプが演奏されるときは彼らが中心になる。
このように、竹製パンパイプの演奏は、特定の氏族に帰せられる特殊な技能である。 


























































































だ？スミス？確かにあいつは竹削りを知っている（e raia husi auha）。しかし、そ
れならそれはワシハ・ニ・アウの竹製パンパイプだ。ロホが削りなおしても、ポ




















































































































































































次のように述べてもいる［de Coppet 1994: 46］。 
 
祭宴に際しては、さらに、不規則に繰り返される始まりと終わりのない単一のフ
レーズ（a single phrase without beginning or end）からなる特定の音楽的主題が演奏




































身が捉えた実際の拍節感に近い 8/4 拍子として表記している。 
 
 
図 4 譜例：「自惚れ屋」 
 
「自惚れ屋」は、音高の異なる 2 本 1 組の竹製パンパイプが 4 組、すなわち 8 個の竹製
パンパイプからなるアウ・レレピによって演奏される。アウ・レレピを構成する 4 組の竹
製パンパイプの音高は、順にオクターヴとなっている。「自惚れ屋」の場合、2 本 1 組の竹
製パンパイプによって「先の竹製パンパイプ（’au i si’i）」（譜例 1 の上段）と「後の竹製パ
























   
 写真 24 あやとりをする父子（左） 
 写真 25 あやとりをする女性（中） 





















































































































































































































































































































































































第 1 章第 3 節で検討したソロモン諸島の事例を含め、単線的な商品化の過程として捉えら

































写真 29 婚姻儀礼に際して支払われる貝貨 
写真 30 婚姻儀礼に際して支払われる紙幣 
 
  
写真 31 婚姻儀礼に際して集積された貝貨の束 

























































































いるという［Zemp 1978: 49］（２７）。また、第 3 章第 4 節で述べたように、ドゥ・コッペに
よればそうした特別な竹製パンパイプの演奏は、「常に祖先の隠れた存在によって喚起さ











また、第 3 章で取り上げたように、コムニマカエ村の隣村である N 村のある男性の家に


















表 1 演奏集団ポイアラトの主な演奏機会（2009 年 9 月～2014 年 1 月） 
番号 年月日 状況 場所 支払い 





2 2010 年 10 月 29 日 キリスト教祭礼 コムニマカエ村 なし 
3 2010 年 10 月 31 日 キリスト教祭礼 P 村（コムニマカ
エ村近隣）
饗宴 




の T 教区教会 
饗宴、 
2,000 ソロモン・
ドル、豚 1 頭 










































11 2013 年 2 月 26 日～






















につき、翌 28 日にコムニマカエ村に帰着した。 
11 月 29 日、コムニマカエ村の家屋にポイアラトのメンバーが集まり、ミーティングが
おこなわれた。その際、ポイアラトのリーダーであるマヌが、T 教区教会を出発する際に








写真 33 祭宴における演奏（左） 









はキリスト教祭礼の主催者側から、滞在中の食事に加え、ブタ 1 頭と 2,000 ソロモン・ド
ルを受け取っている。 



















カー大会が、西アレアレ選挙区選出の国会議員の肝いりで開催されている。2013 年 12 月


















































































































































































































































































































































ニアラでドイツ出身のソロモン諸島在住カメラマンと合流した後、10 月 27 日にコムニマ
カエ村に到着した。プロデューサーとエンジニアは、その日のうちにレコーディング機材
をコムニマカエ村のはずれにある建物に設置し、テスト・レコーディングをおこなった。
その後、翌 28 日から 29 日にかけて、アルバムの収録曲としてポイアラトのメンバーが準
備していた 13 曲のレコーディングの本番がおこなわれた。また、10 月 30 日と 31 日には、
後日、音源をミキシングするための素材として、楽器ごとのパート・レコーディングがお
































4 メートル、奥行き約 10 メートル、高さ約 5 メートルのポイアラトの家を建てていた（写
















図 6 コムニマカエ村における建物の配置 
 
 





写真 36 宿泊ロッジの全体（左） 












































































































































写真 38 打奏竹製パンパイプの竹筒の音を聞き比べるポイアラトのメンバー（左） 
写真 39 リペアのために竹製パンパイプを解体するポイアラトのメンバー（右） 
 
  
写真 40 打奏竹製パンパイプから音程の狂った竹筒を取り出すマヌ（左） 













































写真 43 設置されたマイク（左） 
写真 44 設置されたミキシング・コンソール（右） 
 























































   
写真 45 バナナの葉でパーテーションを設けるポイアラトのメンバー（左） 
写真 46 完成した即席のレコーディング・スタジオ（右） 
 
  
写真 47 レコーディングをおこなうポイアラトのメンバー（左） 




























































































































































して取り上げるものである。ポイアラトのメンバーは、2014 年 7 月 23 日の夜に成田空港
に到着し、7 月 29 日の早朝に羽田空港から帰途についた。野外ロック・フェスティバルの
ために来日したのは、リーダーのマヌをはじめとした 10 名であった。ポイアラトはその












7 月 23 日の夜、成田空港に降り立ったポイアラトのメンバーは、野外ロック・フェステ




















写真 50 組み立て途中の楽器（左） 

























写真 52 竹製パンパイプの音高を確かめるマヌ 
 
7 月 25 日のステージでは、ポイアラトの出演前のプログラムに時間的余裕があったた












写真 53 ステージ上のポイアラトと周囲に設置されたマイク群（左） 





























































































































































































































































































































であり、「音楽と社会の媒介は技術において明白になる」のである［アドルノ 1999: 417; 龍

































































































































































（３）アレアレと呼ばれる一帯は、国勢調査の 4 つの区域と 3 つの選挙区にまたがってい
る。国勢調査の 4 区域の各人口は下記の通り。アレアレ（Areare）：3,525、ラロイス
ウ（Raroisu’u）：4,988、マレホ（Mareho）：2,550、タイ（Tai）：4,650 ［Statistics Office 
2014: 6］。 





という訳語を当てている（de Coppet and Zemp 1978: 112）。 
（６）ヘールツのアレアレ語辞書には、ウルハナ（uruha-na）の項目があり、名詞として
family とある［Geerts 1970: 134］。 
（７）ヘールツのアレアレ語辞書のコム（komu）の項には、home、habitation、village（late 
use）とある。ヘールツは、コムとは本来、「1 つのキンドレッド、双系的な家族（bilateral 


















































































て、詳しくは［Zemp 1978: 49］を参照。 
（２８）2009 年から 2014 年、筆者が居合わせわせた機会のみを挙げている。なお、首都
での商業的な演奏、海外のイベントでの演奏、収録などは除いている。 
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